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NHK放送文化研究所では，台風19号で顕
著な被害を受けた長野県長野市，宮城県丸森
町・石巻市，福島県本宮市・いわき市の5つの
自治体において，浸水の被害が出た地域の住
民3,000人を対象に，郵送法による世論調査を
実施した。自治体によって当時の状況や被害
の要因などが異なるため，調査結果は個別に
分析していくこととする。

本稿では，長野市について，関係者のヒア
リングや住民調査結果に基づき，発災当時の
情報伝達や避難の実態を明らかにする。中で
も，回答者の8割以上が自宅を離れて「立ち退
き避難」をした長野市長沼地区に注目したい。
宮城県と福島県の各自治体での調査結果と考
察については，本誌2020年9月号・10月号で
公表していく予定である。

 Ⅰ  はじめに

「令和元年台風19号（東日本台風）」1）は，
2019年10月12日に伊豆半島に上陸し，東日本
を中心に記録的な豪雨をもたらした。気象庁
は，過去最多となる13の都県に「大雨特別警
報」を発表し，最大級の警戒を呼びかけた 2）。
長野県の千曲川や福島県の阿武隈川など，7
つの県の71河川・142か所で堤防が決壊。13
の都県で死者111人（災害関連死含む），行方
不明3人，10万棟以上の住宅が損壊・浸水し
た 3）。前年2018年の「西日本豪雨」を上回る広
域災害となり，▶地域の災害リスクととるべき
行動の理解促進，▶高齢者等の避難の実効
性の確保，▶わかりやすい防災情報の提供，
などの課題が再び問い直されることとなった4）。

「令和元年台風19 号（東日本台風）」は，2019 年10月12日に伊豆半島に上陸し，東日本を中心に記録的な豪
雨をもたらした。NHK放送文化研究所では，台風19 号で顕著な被害を受けた長野県長野市，宮城県丸森町・
石巻市，福島県本宮市・いわき市の5つの自治体において，浸水の被害が出た地域の住民3,000人を対象に，郵
送法による世論調査を実施した。本稿では，このうち，長野市の調査結果をみていく。

千曲川の決壊地点がある長野市長沼地区では，回答者の8割が自宅を離れて避難場所などへの「立ち退き避
難」をしていたことが明らかになった。避難を始めたタイミングも早く，千曲川の水が堤防を越える前に回答者の
約6 割が避難していた。立ち退き避難のきっかけは，避難勧告などの防災情報や，周囲の人の声がけ，テレビの
警戒呼びかけが主たる要因になっていた。

長沼地区の住民の6 割は，過去の水害経験や，洪水ハザードマップ，想定浸水深を示す標識などを通じて，
自宅が浸水するおそれがあると認知していた。

夜間に大河川が決壊したにもかかわらず，この地域では人的被害が抑えられた。その背景には，住民の水害リ
スクの認知と，防災情報に対する的確な反応があったと考えられる。

令和元年台風19号における
住民の防災情報認知と避難行動調査報告①
～長野・千曲川決壊  住民の「8割避難」を可能にしたものは何か？～

メディア研究部  入江さやか
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 Ⅱ  令和元年台風19号とは

最初に，令和元年台風19号の概要を確認し
ておく。

1.  気象状況

台風19号は，2019年10月6日に南
みなみ

鳥
とり

島
しま

近
海で発生し，急速に発達。翌7日夜には大型
で猛烈な台風（中心気圧915hPa，中心付近の
最大風速55メートル）となった。次第に北寄り
に進路を変え，12日午後7時前に大型で強い
勢力で伊豆半島に上陸したあと，関東地方を
通過し，13日未明に東北地方の東の海上に抜
け，温帯低気圧となった（図1）。

台風の接近・通過に伴い，東日本の広い範
囲が大雨，暴風，高波，高潮に見舞われた。
各地で記録的な豪雨となり，10月10日から13 
日までの総降水量が，神奈川県箱根で1,001.5
ミリとなったのを筆頭に，静岡県，埼玉県，
東京都，神奈川県，宮城県，山梨県，栃木県
の17地点で500ミリを超え，各地で降水量の
観測史上1位の値を更新した 5）。

2.  被害状況

この記録的な豪雨で，河川の氾濫や土砂災
害が相次いだ。国土交通省によると，7つの県
の71河川・142か所で河川の堤防が決壊。こ
のうち国の管理する河川は千曲川（長野県），
阿武隈川（福島県）など7河川・14か所で決壊
した。また，20 都県で952件の土砂災害が発
生。台風による土砂災害の件数としては，記
録に残る中では過去最多となった。総務省消
防庁によると，台風19号とその後の低気圧
による死者は13 都県で111人（災害関連死含
む），行方不明者3人。住宅の被害は，全壊
3,308 棟，半壊3万24 棟，床上浸水 8,129棟，
床下浸水 2万2,892 棟となった 6）。広域に甚大
な被害が出たことを受けて，政府は台風19号
を「激甚災害」に指定した。

 Ⅲ  防災機関の情報発信

台風19号に対しては，強い勢力で接近・上
陸することが予想されたため，気象庁などの防
災機関は，台風接近に先駆けて，早い段階か
ら強く警戒を呼びかけた。

1.  気象庁の情報発信

気象庁の情報発信には，台風に対する「危
機感」を喚起するため，記者会見のタイミング
や警戒を呼びかける文言などに過去に例のな
い工夫がみられた。

台風19号に関する最初の記者会見は，10月
9日午後 2時に開かれた。台風が接近する3日
以上も前に記者会見を開くのは異例である。こ
の時点で台風19号は「大型で猛烈な台風」に
なっており，強い勢力を保ったまま接近すると
いう予測がほぼ固まってきていたからである。

図1　台風19号の経路図

（気象庁資料に加筆）

10月13日午後０時
温帯低気圧に変わる

10月12日午後7時前
伊豆半島に上陸

10月7日午後9時
大型で猛烈な台風に

10月6日午前3時
南鳥島近海で発生
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会見で気象庁は「台風19号に早めの備えを！」
というタイトルを掲げ，「11日（金）までに暴風
等に備えるようにお願いいたします」と，週末
の3連休を意識し，期限を切って防災対策を
呼びかけた 7）。

10日には「台風19号の今後の見通しについ
て」という報道資料を出した。警戒事項として
は，豪雨よりも暴風，高波，高潮に重点を置
いた内容になっていた 8）。

11日午前11時の記者会見では，冒頭から
「大雨特別警報」を発表する可能性に言及。
1,200人以上の死者を出した1958年の「狩

か

野
の

川
がわ

台風」9）に匹敵する記録的な大雨になるとし
て，「最大級の警戒」を呼びかけた 10）。

台風上陸が迫る12日の午後3時半には7都
県（静岡県，神奈川県，東京都，埼玉県，群
馬県，山梨県，長野県）内の市町村に「大雨
特別警報」を発表した。特別警報発表に伴う
記者会見では「これまでに経験したことのない
ような大雨となっています」「普段災害が起きな
いと思われているような場所でも最大級の警戒
が必要です」などの非常に強い表現を用いてい
ることから，気象庁の危機感がうかがわれる

（下線は筆者）11）。
台風19号は同日午後7時ごろ，伊豆半島に

上陸した。午後7時50 分に，さらに5つの県
（茨城県，栃木県，新潟県，福島県，宮城県）
に大雨特別警報を発表。13日午前0 時 40 分
には，岩手県にも大雨特別警報を出し，過去
最多の13 都県が大雨特別警報の対象となっ
た。

大雨特別警報は13日の未明以降，順次解
除されていったが，そのあとに河川の氾濫が相
次いだ。まだ洪水の危険があるのに，危険が
去ったと思い，住民が避難先から自宅に戻る
ケースもみられた。こうした反省を踏まえ，気
象庁では，2020年の出水期に向けて，特別警
報を解除する際の情報発信のあり方を見直し
た。具体的には，大雨特別警報が解除されて
も，氾濫の危険性は続いていることを強調する
ほか，「解除」ではなく「警報への切り替え」と
いう表現を徹底することなどである。

2.  国土交通省の情報発信

河川を管理する国土交通省も，さまざまな手
段で情報発信を行った。11日から13日にかけ
て，東北，関東，中部，北陸，近畿の5つの
地方整備局と，その地域の管区気象台が合同
で説明会を開催し，地元のメディアに対して気
象や河川の状況について解説した 12）。

国土交通省では，2017年から，国が指定す
る全国298の洪水予報河川に「氾濫危険情報」
や「氾濫発生情報」が発表された場合に，住
民にその旨を知らせるため浸水想定区域内に
ある約700市町村に「緊急速報メール（エリア
メール）」を配信している。今回も20河川につ
いて「氾濫危険情報」のメールを，6河川につ
いて「氾濫発生情報」のメールを配信した 13）。
千曲川が氾濫危険水位に達した際に，国土交
通省北陸地方整備局は「河川氾濫発生　警戒

写真1　気象庁の記者会見
（2019年10月11日　NHK 総合テレビ『ニュース7』から）
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2.  長野市の被害状況

長野市内では，市内北東部の長沼地区穂保
で千曲川の堤防が長さ70メートルにわたって決
壊し，約900haが浸水した（図2）。決壊地点
より上流の篠ノ井塩崎，篠ノ井横田，篠ノ井
小森，松

まつ

代
しろ

町
まち

柴
しば

で，川の水が堤防を越えて氾
濫した。また，浅川など千曲川の支流でも氾
濫が発生した。

長野市によると，千曲川が決壊した長沼地
区の赤沼で2人が亡くなった。長野市全域の
住宅の被害は，全壊1,164 棟，半壊1,226 棟，
一部損壊1,684 棟にのぼった。避難した人の数
は，最大で6,191人（10月13日）だった。千曲
川流域はリンゴ栽培などが盛んな農業地域で，
202億円（2020年3月19日現在）もの深刻な被
害が出ている。また，千曲川に隣接する下水
処理施設が浸水し，14万人に影響が出た。こ
のほか，長沼地区にあるJR東日本長野新幹線
車両センターが浸水し，新幹線 8編成（96両）
が廃車となった 15）。

レベル5 相当　千曲川の長野市穂
ほ

保
やす

地先千曲
川58.0K（左岸）付近で河川の水が堤防を越え
て流れ出ています（以下略）」（ルビは筆者）とい
う内容のメールを配信した。

国土交通省では平常時と同様に，各地の河
川の水位情報や河川カメラの映像などを国土
交通省のウェブサイト「川の防災情報」を通じ
て，リアルタイムで提供していた。しかし，台
風が接近してきた10月12日正午ごろから13日
の未明にかけて，このサイトにアクセスが集中
し，つながりにくい状態となったことから，簡
易版の画面に切り替えて対応した。さらに，国
土交通省から河川情報を提供しているNHKの
サイトやYahoo!にユーザーを誘導し，水位情
報などを閲覧できるようにした。国土交通省で
は，台風19号の教訓を踏まえ「河川・気象情
報の改善に関する検証チーム」を設置し，改善
策を検討している。

 Ⅳ  長野市の被害と対応

1.  長野市の気象・河川の状況

次に，今回調査を実施した長野市の状況を
みてみたい。台風19号の接近・通過に伴い，
長野県では北部・中部を中心に記録的な大雨
となり，長野市を含む43の市町村に「大雨特
別警報」が発表された。

10月12日から13日にかけて，千曲川の上流
域を中心に300ミリを超える記録的な大雨が
降った。この大雨によって，千曲川流域の各
地で氾濫が発生した。長野市の12日午前0時
から13日午前0時までの総降水量は，136ミリ
だった 14）。

図2　決壊地点と調査対象とした地域

豊野地区

長沼地区
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（長野市建設部「台風19 号に伴う長野市浸水推定区域図」に加筆）



22 AUGUST 2020

河川事務所からの連絡を受けて「排水機場（ポ
ンプ場）」17）（図2）を停止した。浅川が氾濫す
る危険性は高まるが，千曲川本川の堤防を守
るためのやむを得ない措置だったという。これ
に伴い，長野市は13日午前0時45分に浅川沿
いの豊野町豊野，豊野町浅野，長沼地区赤沼
に，重ねて「避難指示（緊急）」を出した。

その直後の午前0時55分，穂保で千曲川の
水が堤防を越えたこと（越水）が確認され，浅
川も氾濫。長野市は，防災行政無線などで避
難を呼びかけた。越水地点の穂保を含む長沼
地区では，消防団が地区内の4か所の「半鐘」
を打ち鳴らしたり，自治会役員がハンドベルを
振りながら町内を回ったりして，住民を避難さ
せようとしていた。

午前2時すぎには，加藤市長自らが防災行
政無線のマイクに向かい「堤防決壊のおそれが
ある」と重ねて避難を呼びかけ，市長名での緊
急速報メールも発信した。自治体の首長が防
災行政無線で直接住民に呼びかけるのは異例
だが，緊急事態として対応したという。午前2
時15分ごろ，穂保に設置されていた国土交通

3.  長野市の対応と情報発信

千曲川の決壊によって甚大な被害を受けた
地域は，決壊地点のある「長沼地区」と，接す
る「豊野地区」である。この地域を中心に，関
係者へのヒアリングや資料に基づき，長野市の
対応と情報発信をみていく（表1）。

長野市は台風上陸前の11日朝に，防災行政
無線を通じて住民に対して注意を呼びかけた。
台風上陸が見込まれる12日以降は3連休にな
るため，11日午後4時には災害警戒本部を立
ち上げ，12日の午前9時から全職員を自宅待
機とするなど，早めに体制を固めていた。

12日の午後になると千曲川の水位が上がり，
長野市は午後6時に長沼・豊野地区を含む千
曲川沿いの地域に「避難勧告」を出した。長
野市では，▶防災行政無線（屋外スピーカー，
戸別受信機），▶緊急速報メール（エリアメー
ル），▶長野市防災メール（事前登録），▶ツイッ
ター，などで避難情報や河川に関する情報を
発信していた。

午後11時40 分に，国土交通省千曲川河川
事務所長から加藤久雄市長の携帯電話に「立

たて

ケ
が

花
はな

水位観測所が氾濫危険水位を超過する可
能性が高い」という連絡が入り，長沼・豊野地
区を含む千曲川沿いの地域に「避難指示（緊
急）」を発令した。「立ケ花」は「千曲川のアキ
レス腱」と表現される場所である16）（図3）。川
幅が急激に狭まり，洪水時にはここで水がせき
止められてしまう。千曲川が決壊した地点は，
立ケ花の約6キロ上流にあたる。立ケ花の水位
は，12日の午後10時以降，1時間に約2メート
ル近いペースで急激に上昇していた。

長沼・豊野地区を流れる千曲川支川の「浅 
川」も氾濫のおそれがあったが，浅川から千曲
川に流れ込む水の量を減らすために，千曲川

図3　千曲川の決壊地点
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10月9日
午後2時 気象庁が記者会見　「自分の命，大切な人の命を守るため，早めの対策を」と異例の呼びかけ

長野市役所の庁内ネットで全職員にも注意喚起
10月10日

午後2時 気象庁が台風19号の見通しを発表　「非常に強い勢力で上陸のおそれ」
長野地方気象台も台風説明会を開催

午後5時 危機管理防災課が当直体制　長野市役所の庁内ネットで全職員に再度注意喚起
10月11日

午前8時45分 防災行政無線で市内に台風に関する注意喚起　
午前11時 気象庁が記者会見　「広い範囲で記録的な大雨　狩野川台風に匹敵」
午前11時30分 避難所開設に備え，危機管理防災課と担当部局が打ち合わせ
午前11時35分 千曲川河川事務所長から市長の携帯電話にホットライン　「台風がいつもより東寄りで来ているので十分注意を」
午後4時 災害警戒本部を設置　連絡会議を開催

10月12日

午前7時15分 長野地方気象台に問い合わせ　「台風は，勢力が強いまま，21時ごろに上陸予定。強い雨が昼から夜遅くまで続く。土砂災害警戒情報を
出す可能性もある」との回答を得る

午前7時40分 暴風警報発表
午前8時15分 篠ノ井山布施で停電，戸隠の山間部などで倒木など小規模な被害が発生
午前10時56分 大雨・洪水警報発表
午後0時45分 災害警戒本部会議を開催
午後3時 防災体制「第一配備」　職員参集メール配信
午後3時20分 大雨特別警報の発表について，長野地方気象台長から市長にホットライン
午後3時30分 大雨特別警報発表
午後3時50分 千曲川河川事務所長から市長にホットライン　「避難勧告を発令するなら，暗くなる前に出してもらいたい」
午後4時20分 土砂災害警戒情報発表　災害対策本部を設置　大岡地区に「避難勧告」を発令

午後6時 千曲川河川事務所から，「杭瀬下水位観測所が19:00ごろ氾濫危険水位に達する見込み」とのホットライン
千曲川沿いの地域（篠ノ井，松代，若穂，更北，大豆島，柳原，朝陽，長沼，豊野）に「避難勧告」を発令

午後6時40分 千曲川河川事務所・長野地方気象台が千曲川（杭瀬下）の「氾濫危険情報」を発表
午後6時45分 千曲川が杭瀬下水位観測所で氾濫危険水位に到達
午後8時45分 篠ノ井横田で千曲川の越水を確認　篠ノ井横田地区に「災害発生情報」を発表
午後8時50分 千曲川河川事務所・長野地方気象台が千曲川（篠ノ井横田付近）の「氾濫発生情報」を発表
午後9時40分 長野県の阿部守一知事に自衛隊派遣を要請
午後10時27分 篠ノ井塩崎庄ノ宮で千曲川の越水を確認　「災害発生情報」を発表
午後10時36分 千曲川の越水の可能性が高まり，松代町大室，松代町牧島に「避難指示（緊急）」を発令
午後10時40分 千曲川河川事務所・長野地方気象台が千曲川（篠ノ井小森付近）の「氾濫発生情報」を発表
午後11時03分 千曲川が篠ノ井小森で氾濫，「災害発生情報」を発表
午後11時08分 千曲川の越水の可能性が高まり，松代町小島田，松代町牧島に「避難指示（緊急）」を発令
午後11時40分 千曲川河川事務所長から市長にホットライン　「立ケ花水位観測所が氾濫危険水位を超過する可能性が高い」

千曲川沿いの地域（篠ノ井，松代，若穂，更北，大豆島，柳原，朝陽，長沼，豊野）に「避難指示（緊急）」を発令
千曲川河川事務所・長野地方気象台が千曲川（中野市立ケ花観測所）の「氾濫警戒情報」を発表

午後11時55分 千曲川河川事務所・長野地方気象台が千曲川（中野市立ケ花観測所）の「氾濫危険情報」を発表
10月13日

午前0時05分 長野県から千曲川支川の浅川の排水機場を停止するとの連絡あり　

午前0時30分 千曲川河川事務所長から市長にホットライン　「午前1時ごろに穂保地区で越水のおそれ。どこまで堤防が耐えられるかわからないので，
避難を急いでもらいたい」

午前0時45分 排水機場停止により，浅川が内水氾濫するおそれが高まったため，豊野町豊野，豊野町浅野，長沼地区赤沼に「避難指示（緊急）」を発令
午前0時55分 千曲川河川事務所が穂保で千曲川の越水を確認　市の災害対策本部でも河川監視カメラで確認
午前1時 浅川排水機場付近で浅川の内水氾濫が始まる
午前1時12分 穂保での越水に伴い，「災害発生情報」を発表
午前1時15分 千曲川河川事務所・長野地方気象台が千曲川（穂保付近）の「氾濫発生情報」を発表

国土交通省北陸地方整備局が，緊急速報メール（エリアメール）を発信

午前2時12分
市長自ら，防災行政無線で長沼地区，豊野地区，朝陽地区，柳原地区へ避難を呼びかけ　「長野市長　加藤久雄です。緊急放送，警戒レ
ベル5，災害発生。命を守る最善の行動をとってください。午前1時8分頃，長沼地区穂保で，千曲川の越水が始まり，堤防決壊のおそれ
があるため，直ちに安全な場所へ避難してください」

午前2時15分 千曲川の越水地点に設置されていたCCTVカメラが倒壊，監視不能になる
午前2時23分 市長名での緊急速報メール（エリアメール）を発信
午前3時20分 大雨特別警報が解除される
午前4時ごろ 穂保で千曲川が決壊（正確な時刻は不明）

自宅の2階に避難した穂保地区の住民から「水が2階に届きそうだ」という連絡が入る
午前4時38分 緊急速報メールと防災行政無線で繰り返し避難を呼びかけ
午前6時ごろ 自衛隊のヘリコプターなどによる救出活動が始まる

表1　台風19号時の長野市の対応
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省の河川カメラが倒壊し，現地の状況が監視
できなくなった（写真2）。

午前3時20 分になると長野県内に出されて
いた大雨特別警報が解除された。しかし，千
曲川の水位は上昇し続け，決壊した（写真3）。
決壊の時間は不明だが，午前4時に立ケ花の
水位は過去最高の12.44メートルに達し，その

後，下降に転じている。筆者が長沼地区の複
数の住民に取材したところ，午前3時50 分ご
ろに堤防が崩れ，ドーンという音とともに水が
押し寄せてきたという。

夜間で現場に近づけず，河川カメラの映像
もなく，決壊を確認することはできなかったが，
長野市は午前4時38分に，緊急速報メールと
防災行政無線で安全確保を呼びかけた。「穂
保（長沼地区）で住宅の2階まで水が来たとの
情報があり，千曲川堤防の決壊の恐れがあり
ます。今後，長沼地区を中心に浸水が広がり，
また浸水が住宅の2階まで来る恐れがありま
す。周辺の方は，直ちに安全な場所に緊急避
難するか，屋外への避難が危険な場合は屋内
の安全な場所に避難してください」というメール
の文面からは，当時の切迫した状況がうかが
われる。午前5時半ごろ，高台からNHKのカ
メラが決壊地点の映像を中継で伝え，午前6
時ごろから，自衛隊のヘリコプターなどによる
救出活動が始まった。

 Ⅴ  NHKの対応

1.  全国放送

NHK総合テレビの全国放送では，台風接
近の3日前の10月9日から，ニュースや気象情
報の中で，台風への警戒と早めの備えを繰り
返し呼びかけた。

12日の朝からは，連続テレビ小説などを除く
ほとんどの番組を休止し，台風12号に関する
情報を24時間体制で伝え続けた。

インターネットでは，12日午前9時半から台
風19号に関する放送の同時配信を開始。同時
にNHK公式ウェブサイト「NHKオンライン」
の画面を災害モードに切り替えた。各放送局

写真2　国土交通省の河川カメラが撮影した
穂保での氾濫発生（越水）の映像

画面左が千曲川で，堤防をはさんで右が長沼地区。堤防を越え
た水が堤防を削っていく様子がわかる。①の直後の午前1時15
分に「氾濫発生情報」が発表された。②の直後，カメラが倒壊
したとみられる18）

①10月13日　午前1時10分

千
曲
川
→

②10月13日　午前2時15分

千
曲
川
→

写真3　千曲川の決壊地点付近
（長野市提供の写真に加筆）

立ケ花

千曲川

新幹線車両基地

国道18号線

堤防決壊地点
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のウェブサイトにも台風特設サイトを立ち上げ，
地域向けの情報を発信した。「NHKニュース・
防災」アプリでは，気象庁の記者会見中継や，
台風が接近している地域のロボットカメラの中
継映像を提供した。

2.  地域放送（長野放送局）

長野放送局では，長野地方気象台への取材
や気象予報士の助言を参考に，10月9日の夕
方のニュース番組『イブニング信州』で早めの
備えを呼びかけた。

11日は，『イブニング信州』で主な通常のコー
ナーを休止し，台風関連の情報を特集。午後
6時前から午後9時台にかけて，県域で「L字
放送」も行った。

12日も午前8時15分からL字放送を開始し，
早めの避難を呼びかけた。午前中から千曲川
上流域で雨が強まったため，昼の管中ニュー
ス枠（東京発の関東・甲信向けのニュース枠）
を県域向けのニュースに切り替えて，県内の状
況を詳しく伝えた。午後3時半に大雨特別警
報が発表されて以降は，特設ニュース枠や管
中ニュース枠を利用して随時県域向けの放送を
行った。

穂保地区で川の水が堤防を越えたことが確
認され，13日の午前1時15分に「氾濫発生情
報」が発表されると，県域で速報スーパーする
とともに，全国ニュースでもアナウンサーが速
報した。

長野県内に出ていた大雨特別警報は午前3
時20 分に解除されたが，千曲川の水位上昇は
続いていたため，放送では引き続き厳重な警
戒を呼びかけ続けた。夜間のため被災してい
る場所や規模が把握できない状態だったが，
長野局では各地の河川カメラの監視を継続して

いた。午前2時すぎに長野市が配信した「穂保
で決壊のおそれ」を伝える緊急速報メールや独
自の取材により，穂保付近で甚大な被害が出
ている可能性があると判断。付近の高台に派
遣した取材クルーが，千曲川の堤防が決壊して
濁流が集落に押し寄せている状況をいち早く
とらえ，午前5時半すぎに全国放送で中継した

（写真4）。この時点では，長野市なども千曲川
の決壊を確認できていない段階で，深刻な被
害状況を伝える第一報となった。

 Ⅵ  被災地住民を対象とした調査

1.  調査の概要

長野市では各地で河川が氾濫したが，最も
深刻な被害を受けたのは，千曲川の堤防が70
メートルにわたって決壊した長沼地区と，隣接
する豊野地区である。長野市の調査では，この
地域の浸水面積は900ha以上に及んだ。決壊
地点からの濁流が建物を破壊し，浸水深は最大
で4メートル以上に達したとみられている19）。こ
のような厳しい状況下での住民の避難行動や
情報取得行動の実態は，メディアや自治体の
情報発信のあり方を考えるうえで重要であると
考え，調査を実施した（表2）。調査では，国
土地理院が標高データや画像などから作成した

写真4　千曲川の決壊地点をとらえた中継映像
（10月13日午前5時36分，NHK 総合テレビ『おはよう日本』から）
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「浸水推定段彩図」20）において浸水したと推定
される地域を対象とした。具体的には長沼地
区（大町，穂保，津野，赤沼），豊野地区（豊
野町豊野，石，南郷，浅野）在住の男女1,000
人を住民基本台帳から無作為に抽出し，調査
票を郵送。775人（77.5％）から回答を得た（表

3）。調査票では，▶台風19号による被災・浸
水状況，▶当時の避難行動，▶避難情報や洪
水予報などの防災情報の認知，▶水害リスクの
認知，など約40問を尋ねた。

なお，以下の記述で，百分率は原則として
四捨五入して整数で示すが，値が0.5％未満の
場合は，小数点以下第1位まで表示している。

2.  浸水状況 
    回答者の2割が「1階の天井まで浸水」

発災当時に住んでいた住宅については，回
答者775人のうち，85％が「2階建ての戸建て
住宅」と回答し，3階以上の戸建て住宅や，集
合住宅の3階以上に住んでいたのは2％だった。

回答者の住宅の46％が浸水しており，浸水

3.  住民の避難行動

ここからは，調査で明らかになった住民の
避難行動についてみていく。

（１）長沼地区では8割以上が

自宅を離れて「立ち退き避難」

発災当日の行動に関する設問に対しては，
回答者全体の51％が「自宅からほかの場所に
避難した」，すなわち「立ち退き避難」をしてい
た。決壊地点がある長沼地区では84％で，大
半の人が家を離れて避難していた。過去の大

表2　調査の概要

調査期間 2020年2月28日～ 3月15日

調査対象
長野県長野市の長沼地区・豊野地区のうち，台風19号の際に浸水したと
推定される地域（※）に居住していた20歳以上の男女1,000人を住民基本
台帳から無作為抽出

（※国土地理院作成の浸水推定地域図に基づく）
調査方法 郵送法

調査有効数（率）775人（77.5％）

表3　調査対象者の構成

全
体

性別 年齢層

男性 女性 無回答 20代 30代 40代 50代 60代 70代
以上 無回答

全体 実数（人） 775 351 395 29 55 85 120 118 147 220 30
構成比（％） 100 45 51 4 7 11 16 15 19 28 4 

長沼
地区

実数（人） 193 84 99 10 15 16 25 30 35 62 10
構成比（％） 100 44 51 5 8 8 13 16 18 32 5 

豊野
地区

実数（人） 582 267 296 19 40 69 95 88 112 158 20
構成比（％） 100 46 51 3 7 12 16 15 19 27 3 

した高さは「1階の天井近くま
で浸水した」が22％で最も多
く，3％（26人）は2階以上まで
浸水したと回答，命に関わる深
刻な状況だったことがうかがわ
れる。

住宅の被害状況について「浸
水した」と回答した人に尋ねたと
ころ，55％が「全壊」であった。
ただし，長野市は，決壊地点
付近の数百棟を一括して「全壊」
と認定しているため，物理的な
被害状況と必ずしも一致しない
可能性もある。

0 20 40 60 80 100

無回答

その他

長野市内にはいなかった

自宅にとどまった

自宅からほかの場所に避難した

豊野地区（N=582）

長沼地区（N-193)

全体（N=755)

51％ 40 3 4 3

84 15

1 1 0

40 48 3 5 4

無回答その他

長野市内には
いなかった

自宅に
とどまった

自宅からほかの場所に
避難した

豊野地区
（N＝582）

長沼地区
（N＝193）

全体
（N＝775）

図4　立ち退き避難の有無
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河川の決壊事例や，今回調査したほかの自治
体と比較して，長沼地区の数値は極めて高く，
特筆すべきデータである21）（図4）。

（２）長沼地区では

千曲川が越水する前に約6割が避難

自宅を離れて避難した人が行動を起こした
時間を示したのが図5である。千曲川の越水

（13日0時55分）や浅川の氾濫（13日午前1時）
が発生した直後の午前1時台が最も多いが，

すでに長沼地区では多くの住民が避難してい
た。回答者のうち13日午前0時台までに避難
した人の割合は，長沼地区で59％，豊野地区
では13％だった。

一人暮らしの高齢者など，避難に支援の必
要な人にも，早めのサポートが行われていた。
長沼地区の第3常会（町内会）長を務める芝

し

波
ば

田
た

英二さんは，12日の午後7時から8時台に
かけて，町内の一人暮らしの高齢者や，まだ
家族が帰宅していない高齢者の家を訪ね，家
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図5　立ち退き避難をした時刻と立ケ花観測所の水位

注）	「その他」「時間がわからない・覚えていない」「無回答」の人は除く
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族や親せきの携帯電話に連絡して迎えに来て
もらうなどの対応をとった。ほかの町内でも同
様の対応が行われていたとみられる。芝波田さ
ん自身も，千曲川が越水する前に長野市内の
親せきの家に避難した。

（３）避難先は「指定避難場所」と

「家族・親せき・知人の家」

自宅を離れて立ち退き避難をした人たちは，
どこに向かったのか。全体では「長野市が指
定した避難場所」が37％，「家族・親せき・知
人の家」も38％でほぼ同率となっている（図

6）。長沼地区では「指定避難場所」，豊野地
区では「家族・親せき・知人の家」のほうが多い。
「その他」も約2割を占めている。「その他」

と回答した人に具体的な場所を書いてもらっ
たところ，高台にある駐車場（コンビニエンス
ストアやスーパーマーケット，温泉施設などの
駐車場）や，自分の職場，道路脇などに避難
していたとのことであった。指定避難場所が
いっぱいだったために，これらの場所に避難
したケースもあった。また，水害時の緊急避
難場所として長沼地区と協定を結んでいたヤマ
ト運輸の4階建てのビルに避難した人も複数い

た。「車を助けるために，飯山インター近くの
高台の『道の駅』に避難した。今後の移動を考
えて，アクセスの良い道の駅を事前に決めてい
た」と，計画的に避難した人もいた。

（４）避難のきっかけは

「防災情報」と「周囲の声がけ」

立ち退き避難をした人に「自宅を離れて避難
したきっかけ」を複数回答で聞いたところ，「防
災情報（氾濫危険情報や避難勧告など）を見聞
きしたから」「周囲の人（家族，近所の人，消
防団・水防団など）からの声がけ」「テレビで，
台風への警戒を呼びかけていたから」が多く
なっている。ただし，豊野地区では「自宅の近
くまで水が来ているのを見たから」という人が
28％で，3番目に多くなっていた（表4）。

なお決壊地点に近い長沼地区では「自宅が
浸水し始めたから」と回答した人は1％，「自宅

（％）

全体
（N＝395）

長沼
地区

（N＝162）

豊野
地区

（N＝233）

風雨が激しくなってきたから 6 7 4
川の水位が上がっているのを見たから 16 15 16
川から水があふれているのを見たから 8 7 8
自宅の近くまで水が来ているのを見たから 18 4 28
自宅の近くまで水が来ていると聞いたから 9 5 12
自宅が浸水し始めたから 4 1 6
テレビで，台風への警戒を呼びかけていた
から 23 28 19

ラジオで，台風への警戒を呼びかけていた
から 4 5 3

スマートフォンやパソコンのニュースで，
台風への警戒を呼びかけていたから 20 22 19

防災情報（氾濫危険情報や避難勧告など）
を見聞きしたから 62 70 55

長野市長の避難呼びかけ
（防災行政無線・ツイッター） 15 15 14

周囲の人（家族，近所の人，消防団・
水防団など）からの声がけ 41 43 40

近所の人や知人も避難するから 17 13 19
その他 11 14 9
覚えていない・わからない 0 0 0
無回答 2 1 2

表4　立ち退き避難をしたきっかけ（複数回答）

0 20 40 60 80 100

無回答

その他

神社や寺

家族・親せき・知人の家

そのほかの公民館や集会所、学校

長野市の指定避難場所
豊野地区（N=233）

長沼地区（N-162)

全体（N=395)

37％ 3 38 2 18 2

45
1

36
1
15 3

32 4 39 3 21
1

豊野地区
（N＝233）

長沼地区
（N＝162）

全体
（N＝395）

無回答その他

神社や寺家族・
親せき・
知人の家

そのほかの
公民館や集会所，
学校

長野市の
指定避難場所

図6　立ち退き避難をした場所

注）	長野市の指定避難場所は「豊野西小学校」「豊野東小学校」「古里
小学校」「北部レクリエーションセンター」「昭和の森フィットネスセン
ター」
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の近くまで水が来ているのを見たから」は4％
だった。このデータからは，長沼地区では大
半の住民が，浸水が始まる前の比較的安全に
移動できる段階で避難行動を起こしていたこと
がわかった。

さらに，上記の設問で「防災情報を見聞きし
たから」と答えた人に，具体的にどのような情
報を見聞きしていたのか，その種類を複数回
答で聞いたところ，「千曲川が氾濫するおそれ
があるという情報（氾濫危険情報）」が38％，

「千曲川の堤防が決壊したという情報（氾濫発

生情報）」が37％，「避難勧告」「避難指示（緊
急）」がともに35％で，4つの情報がほぼ同率
となった。

（５）立ち退き避難をしなかった理由

意外と多いのは「ペット」

一方，立ち退き避難をせず，「自宅にとどまっ
た」と回答した人は，長沼地区で15％（28人），
豊野地区で48％（280人）だった。豊野地区で
その理由を尋ねたところ，「自宅のある場所は
浸水しないと思っていた」が80％で圧倒的に多
く，次いで「近所の人が避難していなかった」
が21％，「一戸建てだが，2階以上に移動すれ
ば安全だと思った」と「千曲川が氾濫するとは
思っていなかった」が20％となっていた（表5）。
なお「ペットを連れていけなかった」ことを理
由に自宅にとどまった人が8％（21人）いた点も
無視できないだろう。

4.  水害リスクの認知

これだけの大河川が決壊したにもかかわら
ず，甚大な人的被害が出なかった背景には，
この地域の水害リスクの認知と防災意識の高さ
があるといわれている。調査結果から，水害リ
スクの認知状況と認知の理由をみていく。

（１）長沼地区では6割が

「自宅が浸水すると思っていた」

台風19号以前から，自宅のある地域は浸水
のおそれがあると思っていたかどうかを聞いた
ところ，長沼地区では「思っていた」が62％，

「思っていなかった」が34％だった。一方，豊
野地区では「思っていた」が39％，「思ってい
なかった」が54％となっていた。

さらに，回答者全体で立ち退き避難と水害

（％）

全体
（N＝308）

長沼
地区

（N＝28）

豊野
地区

（N＝280）

自宅のある場所は浸水しないと思っていた 78 57 80
一戸建てだが，2階以上に移動すれば安全
だと思った 23 50 20

集合住宅（団地，マンションなど）なので，
周囲が浸水しても安全だと思った 0.3 4 0

避難場所がわからなかった 1 4 1
避難場所にどのような物資（食料や水など）
があるかわからなかった 1 0 1

避難所ではプライバシーが守られないと
思った 4 11 3

家や家財が心配だった 8 11 8
近所の人が避難していなかった 20 7 21
本当に危険なら，誰かが知らせにくるだろ
うと思った 3 0 4

「避難勧告」や「避難指示（緊急）」が出てい
ることを知らなかった 2 0 2

千曲川が氾濫するとは思っていなかった 22 46 20
千曲川が氾濫したことを知らなかった 6 0 7
すでに浸水していたので，避難したくても
できなかった 4 29 2

風雨が激しくなったので，外に出るのは危
険だと思った 3 14 2

すでに暗くなっていたので，外に出るのは
危険だと思った 7 29 4

面倒だった 1 0 1
いったん避難したが，もう洪水のおそれは
ないと思ったので自宅に戻った 1 0 1

自分が高齢だったり，病気や障害があった
りして一人では避難できなかった 1 0 1

子どもや高齢者，障害のある人がいて避難
が難しかった 6 21 4

ペットを連れていけなかった 8 14 8
その他 11 18 10
無回答 5 4 5

表5　自宅にとどまった理由（複数回答）
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リスク認知の関係をみてみると，「浸水するお
それがあると思っていた」と回答した人は66％
が立ち退き避難をしているが，「思っていなかっ
た」人は39％にとどまっていた。

（２）水害リスクを認知していたのは

「過去に大きな洪水があったから」

「浸水するおそれがあると思っていた」と回答 
した人に，その理由を複数回答で聞いた（表6）。

長沼・豊野地区ともに「過去に大きな洪水が
あったことを知っていた」が最も多かった。「川
に近い」というシンプルな理由もあるが，「長野
市の『洪水ハザードマップ』を見た」（57％）や，

「電柱などに，想定される浸水深を示す印がつ
いていた」（45％）と回答した人が多かった。

過去にこの地域を襲った大水害の一つに，
江戸時代の寛保 2（1742）年の「戌

いぬ

の満
まん

水
すい

」が
ある22）。千曲川とその支流で大洪水が発生し，
死者は2,800人，田畑の被害も甚大で，その
影響は明治時代まで残ったといわれる。今回
の決壊地点に近い「玅

みょう

笑
しょう

寺
じ

」には，戌の満水
の洪水の水位を記録した「水位標」があり（写

真5），このレプリカが長沼地区の2か所に建て

（％）

全体
（N＝344）

長沼
地区

（N＝120）

豊野
地区

（N＝224）

川に近い 57 70 50
実際に浸水したことがある 27 17 33
過去に大きな洪水があったことを知って
いた 72 82 67

電柱などに，想定される浸水深を示す印
がついていた 45 51 42

長野市の「洪水ハザードマップ」を見た 57 54 59
自治会（区）の避難訓練で知った 8 18 3
テレビ・ラジオや新聞で知った 3 4 2
その他 4 4 4
わからない 0 0 0
無回答 0.3 1 0

表6　水害リスクを認知していた理由（複数回答）

写真5　玅
みょう

笑
しょう

寺
じ

の水位標
（筆者撮影）

最上部の横棒が「戌の満水」の
水位

写真6　電柱に表示され
た想定浸水深を示す標識

（筆者撮影）

られている。また，地域内の電柱についている
想定浸水深を示す標識は，長野市と千曲川河
川事務所が住民の防災意識の向上を目指す「ま
るごとまちごとハザードマップ」の取り組みとし
て設置したものである23）（写真6）。

長野市の「洪水ハザードマップ」は，千曲川
が決壊する2か月前の2019年8月に全戸配布
されたばかりであった。長野市では，長沼・
豊野地区をはじめとした市内各地で「出前講
座」を実施し，ハザードマップの読み解き方を
説明していた。こうした地道な取り組みが，水
害リスクの認知につながっていることが明らか
になった。

5.  住民の情報取得行動

ここまで調査データをもとに住民の避難行動
を分析してきた中で，防災情報が避難行動のト
リガーとなっていたことがわかった。台風19号
の際に，住民はどのような手段で情報を得てい
たのだろうか。
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（１）スマホ・タブレットでは

「川の防災情報」がよく見られた

当時利用していた情報機器を複数回答で尋
ねたところ，「テレビ」（81％），「スマートフォン・
タブレット」（53％），「防災行政無線（戸別受
信機）」（29％）の順であったが，20 代では「テ
レビ」（37％）と「スマートフォン・タブレット」

（47％）が逆転している。
さらに「スマートフォン・タブレット」を使用

していたと回答した人に，台風19号の際に防
災情報を得ていたアプリやウェブサイトを複数
回答で聞いたところ，全体では国土交通省の

「川の防災情報」が35％で最も多かった（表7）。
台風19号の際に「川の防災情報」サイトにアク
セスが集中したことは前述したが，筆者が現地
で話を聞いた住民も「川の防災情報で，立ケ花
の水位が上がってきたのを見て，警戒していた」
と話していた。

「川の防災情報」のほかには，「Yahoo!防災
速報」（33％），「NHKニュース・防災」（25％），

「長野市のウェブサイト」（21％）などとなってい
る。20代の回答者は「長野県のツイッター」「長
野市のツイッター」をよく利用していた。

（２）防災情報取得の手段は

「緊急速報メール」と「テレビ」

12日から13日にかけて「避難勧告」や「避難
指示」「氾濫発生情報」など，緊急性の高い防
災情報が相次いで発表された。これらの情報
は住民に届いていたのだろうか。

全体のデータでみると，12日午後6時の「避
難勧告」を「知っていた」と回答した人は64％，
午後11時40 分の「避難指示（緊急）」は58％
だった。これらの情報を知ったのは「長野市の
緊急速報メール（エリアメール）」「NHKテレビ」

「防災行政無線（戸別受信機）」が主要な手段
だった。

洪水に関わる情報については，知った時刻
も含めて聞いた。13日午前1時15分に，千曲
川が越水したことを知らせる「氾濫発生情報」
が発表されたが，午前1時台に知ったという人
は33％で，午前3時までに52％が認知してい
た。支流の「浅川が氾濫したという情報」につ
いては，午前１時台に知った人は11％で，56％
が「当時は知らなかった」と回答した。

千曲川の決壊については，午前4時台に知っ
た人が22％，午前5時台が14％で，午前7時
台までに68％の人が認知していた。これらの
情報を得た手段も，「緊急速報メール（エリア
メール）」「NHKテレビ」が多いが，すでに自宅
を離れている人が多かったためか「防災行政
無線」の比率が下がり，代わりに「家族・親せ
き・近所の人からの連絡（口頭・電話・メール・

（％）

全
体

男
性

女
性

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70代
以上

Yahoo!防災速報（アプリ） 33 36 31 38 33 33 40 27 27
Yahoo!天気（アプリ） 14 15 13 9 15 20 13 13 12
ウェザーニューズ（アプリ） 9 10 9 4 10 2 17 13 5
NHKニュース・防災

（アプリ） 25 33 20 17 18 10 28 41 49

Tenki.jp（日本気象協
会のアプリ） 2 3 0.4 4 1 5 0 0 0

気象庁のウェブサイト 10 11 10 6 12 15 13 7 2
川の防災情報（国土交
通省） 35 38 32 26 40 46 33 31 22

長野県のウェブサイト 11 13 10 13 6 20 9 11 7
長野市のウェブサイト 21 21 20 21 15 21 23 24 17
NHKのウェブサイト 4 5 3 2 3 6 6 3 0
その他のウェブサイト 2 1 2 4 4 0 1 0 0
気象庁のツイッター 2 2 2 9 3 1 1 1 0
国土交通省のツイッター 2 3 1 9 4 1 0 0 2
長野県のツイッター 6 8 5 21 6 8 1 1 2
長野市のツイッター 9 9 9 21 12 10 5 1 7
その他のツイッター 6 7 6 19 7 10 2 0 2
LINEニュース 8 5 10 6 12 8 9 3 7
その他 10 9 11 9 11 14 7 7 12
無回答 2 1 3 4 1 1 0 1 7

表7　スマートフォン・タブレットで
見ていたメディア（複数回答）
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LINEなど）」の占める比率が高くなっている。

（３）テレビの同時配信の利用は少数　

NHKは12日の朝から総合テレビの内容を
ネットで同時配信したが，スマートフォンやタ
ブレット，パソコンで見ていたと回答した人は
11％にとどまった。「見ていない」が70％，「知
らない」が17％だった。

（４）テレビ画面の「2次元コード」を

利用した人は3％

当時，テレビから情報を得ていた人は多かっ
たが，テレビでは地域ごとのきめ細かい情報
を伝えるには限界がある。特に今回のような広
域災害であればなおさらである。そこでNHK
では画面の左下に「2次元コード（QRコード）」 

（写真7）を表示していた。これをスマートフォ
ンで読み取れば，地域向けのきめ細かい情報
を提供する台風特設サイトなどに誘導される仕
組みであるが，調査結果をみると，「利用した」
という人は3％で，「利用していない」が57％，

「見ていない」が36％だった。

（５）どのようなテレビ放送が避難を促すか？

「今回のような豪雨災害のおそれがある場合

に，どのような情報を放送すれば，早めの避
難につながるか」という設問（複数回答）では，

「近くの川のライブ（中継）映像」が71％で最も
多く，次いで「被害が起きている場所の映像」

（54％）といったリアルタイムの映像や情報を選
んだ人が多かった（図7）。これと同時に「避
難勧告・避難指示（緊急）などが出されている
地名」（53％）や「近くの川の水位」（52％），「浸
水するおそれのある地域の地図や地名」（49％）
など，きめ細かい情報も求められていた。

なお，2020年の出水期を前に，NHK長野
放送局と北陸地方整備局千曲川河川事務所は
洪水時の河川カメラの活用などについて意見
交換を行った。洪水時には水位の上昇がわか
りやすいようなカメラアングルに変更するなど，
住民に切迫感が伝わりやすい情報の出し方に
ついて検討した。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体（N=775）

無回答

その他

洪水・浸水害・土砂災害の危険度分布の地図

アナウンサーが強い言葉や口調で避難を呼びかける
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 Ⅶ  まとめ

1.  「8割避難」を可能にした「隣
りん

互
ご

力
りょく

」

台風19号から1週間後，千曲川の決壊地点
付近に足を運んだ。堤防の上に立つと，千曲
川の向こう岸が見えない。川幅が1,000メート
ルもあるからだ。この広大な河川敷が満水に
なって堤防が破れ，深夜に濁流が住宅地に押
し寄せた。そのような過酷な事態が起きたにも
かかわらず，甚大な人的被害を出さなかった地
域の防災力にも驚かされた。

今回の調査で，長沼地区で8割もの住民が
立ち退き避難をしていたことがわかり，しかも，
避難の立ち上がりも早かったことが明らかに
なった。早期避難が可能になったのは，「情報」
を避難のきっかけにしていたことが大きいと考
えられる。また，防災機関からのプッシュ情報
だけに頼るのではなく，国土交通省の「川の防
災情報」などで住民が積極的に情報を得てい
た点も注目される。

2019年度まで長沼公民館長を務めていた宮
澤秀幸さんは，地域名産のリンゴにちなみ，
この地域の防災力を「隣

りん

互
ご

力
りょく

」と呼ぶ。長沼
地区では1985年の水害の翌年から，毎年6月
29日に住民や保育園児・小学生なども参加し

「総合防災訓練」を重ねてきた。雨天決行で，
雨ガッパを着てでも訓練をするという。こうし
た積み重ねが住民の意識に水害リスクを浸透
させ，高齢者など自力避難の困難な人も取り残
さずに避難する「隣互力」を培ったといえよう。

長沼地区の取り組みなどを踏まえ，長野県は
「逃げ遅れゼロプロジェクト」の一環として，大
規模水害時に地域内で積極的に避難を呼びか
ける「率先安全避難者」を指定し，浸水想定
区域の全住民に避難を促すことにした 24）。

2.  改めて「早めの避難」の意味を 
    考える

今回の調査のデータを読み解きながら，「早
めの避難」という言葉について，改めて考えさ
せられた。台風や豪雨のときには決まり文句と
して「早めの避難」という言葉が使われる。「命
を守る」ことが最大の目的であるのは言うまで
もないが，早めに動き出せば，安全に移動が
でき，避難先の選択肢も広がり，避難先での
不便さや暑さ寒さを避けることもできる。今回
の調査でも，早めに動き出し，避難場所以外
に身を寄せた人が多かった。

メディア側も，定型のメッセージとして「早め
の避難」を呼びかけるのではなく，早めに避
難することのメリットを，より丁寧に伝える工夫
をすべきではないだろうか。

本稿執筆中の2020年6月現在，新型コロナ
ウイルスの感染が拡大し，避難場所での「3密

（密閉・密集・密接）」の回避が喫緊の課題に
なっている。内閣府は，自治体の指定避難場
所だけでなく，安全な親せき・知人宅に避難
する「分散避難」を呼びかけている25）。3密を
回避するためにも，余裕をもった早めの避難が
重要である。

3.  テレビからネットへの誘導に課題

今回の調査では，テレビの警戒呼びかけも
住民の避難行動のトリガーになっていたことが
わかった。早期避難を促すコンテンツとして

「近くの川のライブ（中継）映像」「近くの川の水
位」「避難勧告・避難指示（緊急）などが出さ
れている地名」などが挙げられた。

地域ごとのきめ細かい情報をテレビ・ラジオ
だけでは伝えきれないため，NHKではネット
の特設サイトやスマホアプリでそれぞれの地域
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の情報や映像を提供している。これらのサイ
トに誘導するため，テレビ画面に2次元コード
を表示していたが，利用度が低かった。画面
上の2次元コードを読み込めば，地域の情報，
河川の水位や映像など有用な情報が得られる
ことを，わかりやすく，具体的に示していく工
夫が求められている。

（いりえ さやか）
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